
34

環境経営・環境対応生産

廃棄物の処理フロー（2005年度）

処理量
25,206トン

自社処理
3,452トン

自社熱再資源化 1,896トン

処理委託後材料再資源化 1,524トン

処理委託後熱再資源化 7,560トン

処理委託後材料再資源化 12,829トン

処理委託後最終処分 31トン

消却残渣
1,556トン

減量化 32トン

減量化 1,334トン

外部処理委託
21,754トン

再資源化率
94.5％

埋立率
0.1％

工場発生分
24,755トン

使用済廃タイヤ・他
451トン

廃棄物の削減

2005年度末に国内全生産事業所で廃棄物の埋立処分量をゼロにする
完全ゼロエミッションを達成しました。現在、2010年度末を目標に産業廃棄物の
100％再資源化に向けた取り組みを展開しています。

廃棄物の管理

2005年度の廃棄物＊1発生量は、前年度比48％増の25,100トン

となりました。大幅に増加した理由は、タイヤ、MB事業で共に

生産が増加したこと、2004年10月に統合した横浜ハイデックス

の平塚東、長野両工場の廃棄物データも算入したためです。こ

れに対し、再資源化率は前年度比1.4％向上し、94.5％になりま

した。2006年度は再資源化率96％以上を目指します。

完全ゼロエミッションの達成

横浜ゴムは、2006年3月末までに、国内全8生産事業所で、廃棄

物の埋立処分量をゼロにする完全ゼロエミッション＊2を計画より

1年前倒しで達成しました。硫黄、硫黄の混じった汚泥など、最

後まで埋立処分していた処理困難物を、より細かな分別、再資

源化可能な処理先の開拓などでなくしました。

産業廃棄物100％再資源化に向けて

完全ゼロエミッションの継続と共に、「GD100」の目標である「産

業廃棄物の100％再資源化＊3」を2010年度末までに達成する計

画です。タイヤ、MBの「生産環境部会」などを通じて処理情報の

共有化を図り、事業所間の連携によって再資源化可能な処理先

の開拓をします。

廃棄物処理委託先の管理

廃棄物処理委託先の廃棄物処理にかかわる不法投棄の未然防

止などの遵法管理を目的に、2005年10月、社内要領を新たに

作成、運用を開始しました。評価点方式によって監査の均質化

を図ると共に、評価レベルに応じた監査頻度の変更、同一委託

先監査情報の事業所間共有化を行っています。2005年度の監

査実施率は51％でした。内部監査で改善を指摘し、2006年度

は計画書を作成し、もれのない監査を実施します。

PCB廃棄物の処理状況

法令、社内規定に沿って適切に管理・保管しています。国の処理

計画に基づき、2006年3月までに、早期登録・調整協力対象の

すべてのPCB廃棄物189台（トランス類、コンデンサ類など）の

申請を完了しました。

廃棄物発生量と再資源化率
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産業廃棄物 一般廃棄物 有価金属 埋立量再資源化率

廃棄物の内訳

ゴム・プラスチック類  66% 金属屑
16%

樹脂類 4%
廃油・廃溶剤類 5%

紙類 4%
ダスト・汚泥類 3%

木類
2%

＊1 廃棄物の定義：生産活動によって発生する不要物を廃棄物と定義。産業廃棄物、一般廃棄物、有価発生物のすべてを含む。
＊2 ゼロエミッションと完全ゼロエミッションの違い ゼロエミッション：埋立処分量が廃棄物発生量の1％未満であること。完全ゼロエミッション：廃棄物の埋立処分量をゼロにすること
＊3 100％再資源化の定義：最終処分量（＝埋立処分量＋有効利用を伴わない焼却処分量）をゼロにすること。




